
第４２回政府現地対策本部会議 第４７回熊本県災害対策本部会議 議事録 

日時 平成２８年８月２日（火） １６：３０～ 

場所 県庁新館８階 職員研修室 

 

１ 被害の状況 

（１）被害の状況 

・死者８７名 

前回比熊本市で＋６名の報告があり。補足資料を添付。 

安否不明者は１名と変更ありませんが、行方不明となっておられる方のものと思わ

れる車が、７月２４日に発見されたが、現在、県、警察、消防、国土交通省と関係

機関により、どのような手法が可能であるのか、急ぎ調査検討中。できるだけ早く、

現場での作業に着手したい。 

  ・熊本地震による重軽症者数２，１６９名 

  ・大雨の被害で地震との関連が認められたものは２名 

（２）住家被害 

・熊本地震による住家被害は１６０，１４７棟 

・大雨の被害で地震との関連が認められたものは５４棟 

（３）避難の状況 

  ・１１市町村で５８の避難所において２，８４４名の避難者 

  ・前回から、１，１８３名の減 

（４）避難指示等の発令状況 

  ・避難指示２市町、避難勧告４市町村で発令中 

（５）罹災証明の状況 

  ・受付件数が３７市町村で、１６９，１５０件 

  ・２次調査の依頼件数が２９市町村で、３９，７０１件 

  ・交付件数が３７市町村で、１６０，４３６件 

  ・交付率９４．８％ 

 

２ 県等の対応状況 

（健康福祉部） 

・仮設住宅への対応について 

建設着手が３，８１３戸、うち工事完了しているものは２，８７１戸 

民間のみなし仮設への申し込みは、６，９２９件 

・義援金の状況について 

本日１２時現在で３８３億円余となっている。 

本日、第３次配分委員会を開催し、第３次配分を行ったところ。 



・地震関連死認定基準の策定について 

各市町村が認定基準を策定する際の参考として準則を策定し、市町村に通知を行った。 

 

（環境生活部） 

・廃棄物処理施設の状況について 

施設２３施設の２９設備が被災したという最終報告 

これまでの報告は、１３施設１９設備としていたが、これは一部稼働停止をしたもの

を報告していた 

大阿蘇環境センターは復旧しており、残るは熊本市のし尿処理施設が先行き不明とい

う状況 

・損壊家屋等の公費解体について 

本日より資料掲載を開始した。 

本人申請、現地調査、アスベスト調査、所有者立会等色々な手続きを経て解体工事着

手となるが、その解体工事に着手している市町村は９市町村 

解体戸数については、日々変更するので、後日まとめて報告する。 

・水道施設の被害状況について 

豪雨による被害状況について、南阿蘇村において配水管の調査補修のための断水があ

っている 

 

（農林水産部） 

 ・６月１９日からの豪雨被害の続報 

  第２報で３１８億円としていたが、８月１日現在で５０億円の増で３６８億円となっ 

た。内訳としては、農地被害が５億円の増、林務関係被害が４０億円余の増、水産関係 

被害が前回調査中だったものが３億１千万円となっている。 

 

（教育庁） 

・県立体育施設の被害状況について 

県民総合運動公園うまかなよかなスタジアム、藤崎台野球場は再開済み 

本日から、熊本武道館が一部でありますが、剣道場等が再開 

県立総合体育館は、９月２４日目標に再開予定で動いている 

 

３ 国等の対応状況 

（気象庁） 

・地震回数は少ない状態で経過している 

・７月１９日以降は０回～６回で経過 

・７月２２日に震度３を１回観測し、それ以外は震度２以下の地震 



・地震の回数は減ってきているが、引き続き余震には警戒が必要 

・明日も日射により、激しい雨が予想され、多い所で時間雨量３０～４０ミリ程度を特

に山沿いを中心に降雨が予想される。雷を伴う強い雨が予想される。 

・気温について、本日も各地で３５度を超える猛暑日となっています。県内では本日ま

で６日続けて猛暑日を記録している。今後１週間も期間を通して、高気圧の張り出しに

より３５度を超える猛暑日が続くものと予想される。屋外の作業される場合は、水の補

給等熱中症対策をお願いする。 

 

４ 政府現地対策本部の発言 

（内閣府 緒方審議官） 

前回の会議から１週間経ったが、余震が０の日もあり、また、避難所の避難者の数

も３，０００人を切ったという状況。７月２６日に予備費の第４段として、公共土木

施設や災害廃棄処理施設や熊本大学などの復旧費を計上し、合計で６５４億円の額が

閣議決定された。また、今進められている政府の経済対策においても熊本地震や東日

本大震災からの復興、防災対策の強化が柱となった取組みを進めており、引き続き事

業を取り組み、熊本の復旧復興を進めていきたいと思っている。先週の８月２９日に

中央防災会議に設置されている、熊本地震を踏まえた応急対策生活支援策検討のワー

キングが立ち上がっており、第１回目を開催した。メンバーには蒲島知事にも入って

いただいており、その第２回目を、８月３０日に熊本県庁の会議室を借りて開催する。

こういった取り組みの中で、熊本地震の対応を検証し、今後の我が国の震災対策に努

めて参りたいと思っている。こちらについても協力をお願いしたい。 

それから、今回の震災で行方不明となっておられる、行方不明の方の捜索のための

調査を検討されているということだが、１日でも早く調査に着手できるよう、大変暑

いなかであるが、関係機関の皆様には是非よろしくお願いしたいと思っている。 

８月に入り、本格的に暑い夏となってきている。体調管理にくれぐれもご留意いた

だき国と県一体となりましたチーム熊本としての被災地の支援と、熊本の復旧復興に

取り組んでいきたいと思う。よろしくお願いします。 

 

６ 県災害対策本部長の発言 

（坂本公室長） 

   まず、「復興・復旧プラン」について説明したい。県では、７月２９日に復旧復興の

本部会議を開き「復興・復旧プラン」の原案をお示しした。明日８月３日の知事定例

記者会見において、最終発表することとしている。このプランのもと、庁内各課、各

市町村一体となって創造的復興に取り組んでいきたいと考えているので、関係者の皆

様の協力をよろしくお願いしたい。 

また、行方不明の方の捜索について、本日から明日にかけて、阿蘇大橋付近の調査



を行っている。関係機関の御協力に心から御礼申し上げる。 

また、先ほど緒方審議官からお話があったとおり、２６日に予備費の第４段の６５

４億が示された。今回の経済対策においては、熊本地震が一つの柱としていただいて

いる。緒方審議官をはじめ、皆様の御尽力に感謝申し上げたい。 

なお、連日、気温が３５度を超え猛暑日が続いている。熊本地震からの復旧に向け、

屋外で作業されている方々におかれては、熱中症に十分注意のうえ、作業を進めてい

ただきますようお願いしたい。 

（以 上） 


